


























ことによって許容になる｡ C-ZrOS格子内のZrのサイ トは反転対称性を持たない｡ このた
めその吸収 ･発光は固体内においても周囲の環境の影響をあまり受けずアトミックな線状スペ
クトルを示すこと,また内殻であるために格子との相互作用が弱くかなり高温まで温度消光を
受け難いことが期待された｡
ところが,今回観測したC-乞ros:Euでは発光は液体He温度から室温にかけて形状に変
化なくEu3十によるアトミックなスペクトルを与えるが,吸収はブロー ドであり,また100K
以上という低温から温度消光により発光強度,発光寿命共に減少するという結果が得られた｡
吸収がブロー ドな理由としては,吸収がEu3ナそのものによるのではなく, 4価のZrの位
置に3価のEuが置換することにより,必然的に導入された欠陥によるものであることかが一
つの可能性として考えられる｡発光寿命の温度変化の解析から,温度消光-の活性化エネルギ
ーは 60meV と求められた｡また100Kと言う低温で温度消光を起こすにも拘わらず発光スペ
クトルの形状が変化しないことを説明する適当な理由は,通常考えられる発光の始状態と,終
状態のポテンシャルが交わっているものでは説明できないので,現在検討中である｡
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